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 本論は、日本の音楽シーンを名実ともに牽引している星野源と山口一郎（サカナクション）に焦点を当て、彼
らが影響を受けてきた音楽家の系譜をたよりに「音楽の引用」について学ぶ鑑賞授業の実践に関する考察である。
17 世紀に五線記譜法（エクリチュール）が確立され、旋律、和声、リズム、技法、編成といった音楽の諸要素
を分析（アナリーゼ）できるようになった。過去作品の曲想や作曲技法は時を超えて受け継がれながら、数多の
音楽家による試行錯誤と創意工夫が続けられている。今日ではインターネットを介して誰もが膨大なデータベー
スにアクセスし、過去から現代に至る多種多様な音楽を領域横断的に視聴できるようになった。そこで、ソーシ
ャルメディア時代の音楽聴取のあり方としてYouTubeの活用をまずは是とした上で、音楽教育の中でも受動的になりがち
な鑑賞領域において生徒の言語活動を充実させながら「主体的・対話的で深い学び」を促す授業を構想し、2016
年度から 2017 年度にかけて実践した。 
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1. はじめに 
 
 一般社団法人日本レコード協会（2018）の調査によ
ると、「Q この半年間に、音楽を楽しむために利用した
商品やサービスは何ですか？」という設問に、YouTube
と回答した人は 2016 年で 54.4%（N=1,530）、2017 年
で 61.6%（N=1,441）と 2 年連続で最も多い。また、総
務省（2018）の調査によると、YouTube の利用率は 10
代が 93.5%、20 代が 94%と非常に高い。もちろん利用
頻度には個人差があるため一括りに言えることではな
いが、高等学校に勤務していた限りにおいては、休み時
間になるとスマートフォンで YouTube を視聴している
生徒の姿は常に見られた。また、筆者が 2016 年度の「音
楽Ⅰ」選択生徒 55 人を対象に実施したアンケートにお
いても、約 7 割にあたる 39 人の生徒が主な音楽の聴取
手段として YouTube と回答している（飯島: 2017a）。 
 なお、今日の YouTube には自分のお気に入りの作品
をまとめることのできる「再生リスト」やユーザの聴取
傾向をもとに膨大なデータベースから機械学習によっ
て統計的に関連作品を提示する「おすすめ機能」が実装
されており、検索しなくても興味を惹きそうな動画が
次々と表示され、矢継ぎ早に様々な動画へアクセスする
ことができるようになった。 
 そこで、このようなソーシャルメディア時代の音楽聴
取のあり方として YouTube の活用をまずは是とした上
で、音楽教育の中でも受動的になりがちな鑑賞領域にお
いて、生徒の言語活動を充実させながら「主体的・
対話的で深い学び」を促す授業を構想し、2016 年
度から 2017 年度にかけて実践した。 
 
2. 授業の構想に至るまで 
 
 本論の構想は、筆者が高等学校芸術科（音楽）の教員
として 2016 年度に「音楽Ⅰ」で実践したソーシャルメ
ディア社会に対応した創作授業に端を発する。この授業
の概要について簡潔に述べると、スマートフォンのアプ
リやパソコンを適正に活用するために必要なメディア
リテラシーや知的財産教育を、簡単な UGC（User 
Generated Contents）1を創作する過程において体得的
に学ぶことを目的とした活動である（飯島: 2017a）。 
 この関連学習として YouTube を活用して任意の音楽
作品を選定した上で、おすすめポイントや解説をまとめ
る全体で鑑賞後にコメントを書き合うという授業を 3
学期に実施した 2。この授業の目的は 2 つあり、ひとつ
は音楽の世界観を広げ、多様な音楽を批評する力を培う
こと。もうひとつは上述した創作授業において扱った
YouTube の仕組みや利用上のルールを再確認すること
である。なお、事前準備としてリコメンドシート 3とい
う独自のワークシートを開発し、生徒たちには冬季休業
中に記載してくることを課題とした。 
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2.1. リコメンドシートと YouTubeを活用した鑑賞授業 
 3 学期の授業では器楽の活動と並行して、毎回 3 人の
生徒にリコメンドシートをもとに作品解説をプレゼン
してもらった。選曲条件のひとつに「一般的な知名度が
できるだけ低い作品であること」を挙げていたため、生
徒たちの選曲は十人十色であり、自分のおすすめ作品だ
けあってリコメンドシートの記載も充実した内容だっ
た。 
 初回の授業ではまず筆者が発表の例として岡村靖幸
の『ぶーしゃか LOOP』を紹介した（図 1）。この作品
は 2011年に岡村靖幸のオフィシャルサイトで公開され
た遊び心あふれる Music Video である。シンプルなリ
ズムトラックにはマウスのクリック音や咳込む音など
が素材としてサンプリングされており、ラップ調で歌わ
れる意味不明な歌詞にはつい口ずさみたくなるような
インパクトがある。また、曲名の通り音楽は約 32 秒で
LOOP され、音楽と同期されたユニークな演出の映像
だけが刻々と変化していくのも特徴的であり、いずれも
リコメンドシートにおすすめポイントとして記載した。 
 
 
図 1 筆者が記載例として作成したリコメンドシート 
 
 以下は『ぶーしゃか LOOP』の鑑賞後、生徒たちが
音楽鑑賞シートに記載したコメントの一部である。 
 
・歌詞の意味はわからなかったがリコメンドシートど
おりで共感しました。もう一度聞いて、どういう意味
か理解したい。 
・毎回同じ歌詞だけど、なにかがちがうような感じが
しておもしろい！きいていてあきない。 
・映像を見ないで聞いたら外国の曲かと思った。歌詞
は、23 歳とかぺんぺん草とか面白いフレーズなのに、
なぜかかっこいい曲に聞こえた。元祖 EDM みたいな
音楽だった。  
・曲が頭にのこる。基本音楽はくり返しなんだなと気
づけた。全くきいたことはなかったけど、同じ歌詞を
何度もくり返していたので、すぐにおぼえられた。 
・歌詞の意味はよく分からなかったけど、ずーっとき
いてられるような曲だった。同じ歌詞が続いているけ
ど、映像とマッチしていることもあってぜんぜんあき
ないし、きけばきくほどたのしく（？）体がのってく
るようだった。 
・歌詞の意味とかはよくわからないけど、周りの雑音
などがすごく良かった。ラップっぽくて誰でも盛り上
がれる曲だった。すっと繰り返してて印象づけるのに
ピッタリ！ 
・この曲を聞いて歌詞がわからないけど、咳払いやマ
ウスのクリック音も雑音なのに音楽の一部に聞こえ
てすごかったです。 
・MixChannel で別の人が歌っているのを見たことあ
ります！オリジナル（本家？）があったこと初めて知
りました。やっぱり全然違うし、意味不明なのにかっ
こいい！笑 
 
 また、『ぶーしゃか LOOP』は岡村靖幸のオフィシャ
ルサイトから音源をフリーダウンロードすることがで
きる 4。2015 年頃には Twitter や MixChannel におい
て中高生を中心に二次創作動画が流行ったことがあり、
上記最後のコメントを書いた生徒はそのことにも触れ
ていた。いずれにせよ、奇異な作品にもかかわらず想定
していた以上に肯定的なコメントが生徒から寄せられ
たことは驚きであり発見だった。 
 
2.2. ある生徒からの申し出 
 2017 年 2 月に入ってすぐ、ある生徒からリコメンド
シートを新しく書き直したいという申し出があった。理
由をたずねると、次のような返答があった。 
 
 海外の Ed Sheeran というアーティストが好きで、
彼の新作『Shape of You』が最近 YouTube に公開さ
れたのですが、この曲をきいた時になぜか先生が紹介
していた『ぶーしゃか LOOP』を思い出して。全然
違う曲なのにどこか似ている気がして、それで先生に
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も聴いていただいてコメントをもらえたらと思った
んです。 
 
 ここで特筆すべきは、筆者が紹介した『ぶーしゃか
LOOP』を鑑賞したこの生徒が、『Shape of You』をき
いた際に漠然とながら類似性を感受し、その正体につい
て興味を持ったことである。当時、筆者は Ed Sheeran
というアーティストを知らず、また生徒からの申し出も
興味深かったので書き直しを認めることにした。後日、
授業で『Shape of You』を鑑賞しながら『ぶーしゃか
LOOP』との比較を試みたところ、大きく 2 つの類似性
を感じ取ることができた。ひとつは楽曲の構成がシンプ
ルかつミニマムなことである。『Shape of You』は、2
小節でリフレインされるミニマムなモティーフと循環
コード【C#m–F#m–A–B（嬰ハ短調：Ⅰ-Ⅳ-Ⅵ-Ⅶ）】が
冒頭から終結まで、効果的にくりえされること。もうひ
とつは語りかけるようなラップ調で歌われていること
である。 
 このように、本論のテーマである「音楽の引用」を可
視化する領域横断的な鑑賞授業は、YouTube を活用し
た鑑賞授業に対する生徒たちの能動的な取り組みや
『Shape of You』をリコメンドした生徒とのやりとりか
ら着想を得た。次章から詳しく考察していきたい。 
 
3. 「音楽の引用」を可視化する鑑賞授業 
 
 本章では 2017 年度の 1 学期に「音楽Ⅰ」で実施した
鑑賞授業について考察する。対象は「音楽Ⅰ」選択生徒
56 人（4 クラス）。題材名は「音楽／音楽家の系譜から
読み解く「音楽の引用」について」とした。使用教科書
は小原（2016）『改訂版 高校生の音楽①』であり、本
授業では「鑑賞の内容」のうち「ポピュラー音楽」、 「世
界の諸民族の音楽」、「日本の伝統音楽」について 2 時
間扱いで展開した。 
 
3.1. 「音楽の引用」とは何か 
 まず、題材名に示した「音楽の引用」について説明し
たい。『広辞苑（第６版）』によると、引用とは「自分の
節のよりどころとして他の文章や事例または古人の語
を引くこと」である。例えば、自分の論文に他者の文献
を引用する際には、必要な箇所を一語一句違えることな
く書き写すことが慣例となっている。他方で、芸術にお
いては、「しばしば、作家の内面的なコンテキストや表
現の動機をふくらませるためになされることが多い」
（椹木: 2001, p.35）というように多義的に捉えられて
いる。そのため、音楽においては敬意を抱いている音楽
家ないし音楽の作曲技法を踏襲したり曲想などを意図
的に模倣したりすることも引用としてみなされる。 
 そこで、「音楽の引用」についての具体例をいくつか
挙げてみたい。まず、国内だけでなく海外でも絶大な人
気を博している BABYMETAL の『紅月-アカツキ-』
（2014）と『止まない雨』（2015）は、曲名からも推察
できるように X JAPAN の『紅』（1988）と『ENDLESS 
RAIN』（1989）の曲想が引用された作品である。また、
その X JAPAN においても、メジャーデビューアルバム
に収録されている『ROSE OF PAIN』（1989）では
J.S.Bach 作曲『フーガ ト短調 BWV 578』（1700 頃）
の一部が引用されている。 
 POPS 作品においては山下達郎の『CHRISTMAS 
EVE』（1983）が例としてわかりやすい。この作品はバ
ロック調のコード進行が特徴的であり、中間部には日本
でも有名なバロック音楽である J.Pachelbel 作曲『3 つ
のヴァイオリンと通奏低音のためのカノンとジーグ ニ
長調』（1680 頃）より「カノン」の一部が引用され、山
下の多重録音コーラスによって歌い上げられている。 
 その一方で、POPS においては引用の域を超えて原曲
を改変した作品も少なくない。例えば、平原綾香の
『Jupiter』（2004）は、G.Holst の管弦楽組曲『惑星』
より第 4 曲「木星」（1916）が原曲として明記されてい
る。平原の『Jupiter』は、冒頭こそ「管弦楽付きコラ
ール」として Holst 自身が編曲した『我は汝に誓う、我
が祖国よ』（1918）のカバーだと言えるが、それ以降の
アレンジは原曲とは程遠く、曲想や雰囲気に大きく影響
する拍子までもが原曲の 4 分の 3 拍子から 4 分の 4 拍
子に変えられている 5。 
 なお、音楽における改変の是非については飯島
（2017b）で考察した UGC のように著作権者からの親
告によって問題視された作品もあれば、親告されず黙認
されている作品も多数存在している。また、剽窃（パク
リ）や改変との線引きについても様々な議論があるため、
別の機会にあらためて考察したい。 
 
3.2. 「音楽の引用」とオリジナリティ 
 音楽は言語と共に人間の文化生活と深く結びつきな
がら世界の至る場所で独自にかつ同時多発的に育まれ
てきた営みであるが、五線記譜法（エクリチュール）が
確立された 17 世紀以降の旋律、和声、リズム、技法、
編成といった音楽の諸要素に関するパターンがセ
グメント化されたことで、作曲家の意図にかかわら
ず過去作品の模倣や引用が随所にみられる。この点
について、教科書（p.91）に掲載されている YMO
（Yellow Magic Orchestra）の細野晴臣と坂本龍一は、
いくつかのメディアにおいて共通の認識を示している。 
 まず、細野は 2011年のインタビュー記事において「若
い時は、自分のつくった曲が完全なオリジナルのように
思えたけど、実はそれも過去に誰かがやっていたことで
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ね。『創造』というのは、伝承を重んじつつ、自分の個
性をそこにつけ加えて、自分のサインを片隅にし、それ
を次に受け渡すことだと思うようになった」と述べてい
る（細野: 2011）。また、2017 年には朝日新聞デジタル
版の記事においても次のように述べている 6。 
 
 僕が若いころはなんにも考えてなかった。ただ、
好きな音楽は深く聴いて、そのルーツを一生懸命調
べました。音楽好きはみんなそんなものだろうと思
ってたんだけど、最近ちょっと希薄だなと感じてい
て。今の音楽に、ルーツを土台にした「香り」がし
ない。ちょっと即席っぽいっていうのかな。 
 いい音楽というのは裏の情報が豊かなんですよ
ね。その音楽が生まれたバックボーンやルーツを、
この年になるとより一層強く感じるようになる。自
分のオリジナルなんてどうでもいいと思うほどに。
だから古い曲をカバーするのが好きなんです。知っ
てもらいたいんです、こんなにいい曲があるんだよ
って。 
 
 他方の坂本も 2008 年の記事において、音楽のオリジ
ナリティについて過去の作品を知ること、聴くことの重
要性を説きながら次のように述べている 7。 
 
 作曲の 95％は、過去の遺産を糧にしています。
作曲家自身の“発明”は、せいぜい 1、2％程度で、
最大でも 5％といったところ。作曲の大部分は過去
の作品の引用です。 
 だから、音楽にかんする知識がなかったら、作曲
なんかできるはずがない。言葉を知らなければ小説
を書けないのとおなじです。ボーっとしているだけ
で何かがわいてくるということは幻想です。 
 世界を大きく変えるほどの、たとえばバッハやド
ビュッシーなみの天才は、それこそ 300 年にひと
り出るか出ないかというところでしょう。 
 ビートルズの音楽だって、引用です。黒人音楽、
ミュージカルやポピュラー系の音楽、ロックンロー
ル、さまざまな要素がうまくミックスされている。
それをキレイにスタイリングしたのが、プロデュー
サーのジョージ・マーティンだったということです。 
ぼくはビートルズには、オリジナリティよりも、
豊かな蓄積をかんじます。 
 
 また、2009 年にも Apple Store Ginza が主催したイ
ベントにおいて、「僕が見聞きしているところはすごい
狭いところかもしれませんが、見知った日本の若いバン
ドはだいたい「ミスチル」（Mr.Children）とかを目指
してやっているんですね。でも、そこで終わっているよ
うな気がする。ミスチルは、例えば、エルビス・コステ
ロとか、元になっているネタがいろいろあるわけですが、
どうもそこまで想像力が及ばないんじゃないかなと、そ
う見える感じがします。映画でも、もしかすると文学で
も、ずっと過去の引用の積み重ねになってますよね。」
と語っている 8。 
 つまり、作曲という営みの大半は過去の音楽を引用す
ることであり、今日においてはもはや完全にオリジナル
と呼べる音楽は成立しないとすら言える。逆説的に言え
ば、オリジナリティとは他に比較できる対象がないゆえ
にその斬新さを語る言葉を持ち得ない類のものである。 
 
3.3.ジョン・ケージの音楽観とオリジナリティ 
 アメリカの作曲家ジョン・ケージが構想した「偶然性
の音楽」（Chance Operation）9は、音楽におけるオリ
ジナリティとは何かというテーゼについて考える上で
欠かすことができない。ケージは、「音」が音楽的であ
るか否かの判断から解き放たれること。そして、音が記
憶と人の好み(好き嫌い)から解き放たれることを追い
求め、 その生涯をかけて、ただ音であるような音楽を
作曲し続けた（ケージ: 1980）。 なかでも 1952 年に発
表した『4 分 33 秒』10は、従来までの音楽ないし作曲
という営みに一石を投じた作品として有名である。 
 『4 分 33 秒』が 20 世紀の音楽の中でも特に斬新だ
と言われるのは、音楽を音・響きが持続する時間の芸術
という原点に回帰させたことにある。すなわち、意図さ
れた演奏から生じる楽音が 1 音も鳴らなくても、周囲
には意図されていないノイズ（予測不能な特徴をもつ音
素材）がおのずと生じており、この連続性そのものを音
楽だとみなしたのである。また、『4 分 33 秒』を含む「偶
然性の音楽」においては、それが何を表現しているかと
いうことは、聴取した個人がそれぞれの中で感じてくれ
たら良いとの認識を示している（ケージ: 1980, 1996）。 
 しかしながら、『4 分 33 秒』には、これが音楽と呼べ
るのだろうか、という批判が相次いだ。これに対してケ
ージは、「自分の音楽でも他人の音楽でも構わないので
すが、その時私たちが本当に静かにしていて全員が耳を
すましているという状態があれば、そうしたこと自体が
音楽であってくれたらいい」と返答している 11。また、
音楽を書くのがそんなに簡単なら誰にでもできる、とい
う批判に対しても、誰にでもできるだろうが誰もやらな
かった、とシニカルに答えている（ケージ: 1996）。 
 ケージの作品や音楽観については今日においても
様々な論議や解釈がされている 12。たとえば、先述し
た坂本龍一もケージからは今でも影響を受け続けてい
ると公言しており、2017年に発表したアルバム『async』
をめぐるインタビューでは「音楽には、作曲したり、演
奏したりといった要素があるわけですけど、「聴く」こ
人工知能社会における教育に関する実践的研究（2019） 
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とも音楽だっていうところに到達しないといけないわ
けです。やっと 10 代で知り合ったジョン・ケージの思
想に触れた（笑）」と述べている 13。 
 その一方で、 坂本龍一は現代音楽作曲家の藤倉大に
も注目しており、「もう 40 年近く前、「現代音楽」には
もう可能性はないと思いすすむ道を変えました。それか
らずいぶん時間が経ちましたが、まだまだおもしろい音
があったのだ、といううれしい驚きをもって藤倉大さん
の音楽を聴いています。」14と当時 35 歳だった藤倉に賛
辞を送っている。なお、藤倉の新しい作曲技法や作品解
説については飯島（2013）で詳述したが、「楽器編成や
空間配置、特殊奏法や電子機器によってマニピュレート
（操作）された音響・音色などが取り入れられ」た現代
音楽作品を世界中のオーケストラや演奏家から委嘱さ
れ続けている 15。 
 
3.4. 「音楽の引用」を可視化する音楽家の系譜 
 話題を授業に戻そう。図 2 は授業で配布した資料で
ある。薄く色味がついている部分が教科書に掲載されて
いる音楽家ないし音楽である。末尾には今日の J-POP
シーンにおいて高い人気を誇っている星野源（元
SAKEROCK）と山口一郎（サカナクション）を位置付
け、彼らが影響を受けた音楽家を系譜化しながら辿って
いる。なお、本授業では YouTube を活用し、領域横断
的に作品を鑑賞できるよう、作品の解説ページごとに動
画のURLをハイパーリンク化したパワーポイントを用
いて実施した。 
 
 
図 2 音楽家の系譜 
 
4. 授業実践 
 
4.1. 第 1時：「ポピュラー音楽」編 
 第 1 時は、3.1. で前述した「引用」とは何かという
ことをわかりやすく可視化するため、サカナクションの
話題作『新宝島』（2015）の Music Video を冒頭から約
1 分 30 秒視聴することから授業を始めた。この作品は
音楽ではなく映像に「ドリフ大爆笑」のオープニングが
わかりやすくオマージュされており、YouTube で両者
を並べて再生したところ「ドリフ大爆笑」を知らない世
代の生徒からも笑いがあふれた。なお、音楽については
山口のオリジナルであるがサウンド面においては 80年
代テクノポップがオマージュされている。そこで、教科
書（p.91）に掲載されている YMO（1978 年デビュー）
のヒット作『ライディーン』（1980）の LIVE 映像を冒
頭から約 1 分 30 秒視聴した。 
 次に、星野源の『時よ』（2015）の Music Video を冒
頭から約 1 分視聴し、続けて YMO の『Mad Pierrot』
（1978）を冒頭から約 1 分視聴した。この作品は、星
野自身が『Mad Pierrot』のオマージュであると公言し
ており、2017 年に開催した自身のコンサートツアーで
は『Mad Pierrot』と『時よ』を続けて演奏している。
『時よ』もメロディは星野のオリジナルであるが、サウ
ンドやコード進行の特徴など随所に YMO（とくに細野
晴臣）の影響が感じられる。 
 ここで、生徒に 3～4 人のグループになってもらい、
YMO の音楽を鑑賞した感想について話し合う時間を
設けた。話し合いの開始と同時に今度は『ライディーン』
の CD 音源のみを再生し、音楽が終わったところでグル
ープごとに出された意見を求めたところ、以下の発言が
きかれた。 
 
・1980 年代って大昔だと思っていたのに、今きいて
も新しいというか、言われないと 80 年代の音楽だっ
てわからなかったと思う。 
・サカナクションが好きで『新宝島』を友達とカラオ
ケで歌ったこともありますが、歌が入っていなくても
音だけでわくわくしてくるというか、いろんな音がき
こえてきて飽きずにきけました。 
・実際に人が演奏しているということに驚いた。CD
とほとんど変わらないのがすごい！ 
・不思議と日本の曲だという感じがしました。途中で
馬が駆けてくる音がきこえてきたけど、あれもコンピ
ュータなのか気になりました。 
 
 これらの意見に対して、教科書の記載に補足しながら
次の 2 点について解説をした。ひとつは、YMO が人力
の演奏とコンピュータによる自動演奏（シーケンサー）
とを巧みに融合させたパイオニアであり、シンセサイザ
ープログラマー松武秀樹の協力によって、人力では演奏
困難な高速なパッセージや、生徒の意見にもあった「馬
の音」などの新たな音色を作り出していたこと。もうひ
とつは、メンバーである細野晴臣、坂本龍一、高橋幸宏
が、それぞれ過去の音楽家ないし音楽から多種多様な技
法や曲想を学び、それらを引用しながら自らの音楽に積
極的に取り入れていることである。 
 授業の後半は、イギリスのロックバンド Queen（1973
YouTube を活用した鑑賞授業の実践に関する考察 
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年デビュー）のヒット作『BOHEMIAN RHAPSODY』
（1975）について、Queen から影響を受けたと公言し
ているサカナクションの作品と比較しながら鑑賞した。 
 山口は、2008 年に発表したアルバム『NIGHT 
FISHING』の全曲解説インタビューにおいて、『ナイ
トフィッシングイズグッド』という曲が Queen の音楽
のコラージュであると次のように話している 16。 
 
 そうそう。“そしていきなりこの後にクイーンみ
たいになるんだよ！”って説明して。でも理解して
くれる人が少なくて。だからもう拉致があかないか
ら、“じゃあ 2 曲に分割して創ろう！”と。曲前半
部分と、様変わりする後半部分を分けて創ろうと。
そのあとくっつけてリアレンジしようということ
になったんですよ。 
 で、岡崎はクイーンを知っていたから、すぐ理解
してくれて。“これはコラージュなんだから、まん
まクイーンでいいからね”って説明して。“クイー
ンを知っている人が笑ってくれればそれが本望な
んだから”と。そうしたら岩寺もふざけて、クイー
ンのリフをまんま入れてきて。そして、コーラスワ
ークのところ重要ですよね。 
 ここは本当は、子供とかおじいさんおばあさんと
か、色んな人を集めて合唱団みたいにやりたかった
んですけど、予算的に無理と言われて（笑）。なの
で、みんなでひたすらクイーンを聴きまくって、“こ
れは 4 人の声を 2 回に分けてレコーディングして
いるよね”とかを発見して。  
 
 授業では、まず『BOHEMIAN RHAPSODY』を通
しで鑑賞した。この作品は、バラードに始まり、中間部
ではオペラを彷彿させるようなコーラス、そしてロック
に流れ込むと構成が特徴的である。教科書では主に中間
部について次のように解説されている（p.92）。 
 
 『BOHEMIAN RHAPSODY』の中間部では、オ
ペラのような壮大なコーラスによるセクションがあ
ります。まるで 10 名以上で歌っているかのように聞
こえますが，実際はクイーンのメンバーだけで録音さ
れています。同じ人が，違うパートを何重にも重ねて
録音することした多重録音技術は，1960 年代に発達
し，今日，この技術は当たり前のように使われるよう
になりました。バックコーラスもリードヴォーカルも
同じ声という録音を耳にすることは珍しくありませ
ん。ビートルズなどもこの技術を大胆に用いて人気を
博しました。 
 
 上記についての解説を終えたところで再度グループ
になってもらい、意見を出し合ってもらうことを伝えた
上でサカナクションの『ナイトフィッシングイズグッ
ド』を視聴した。すると、山口のインタビューでも語ら
れていたように、中間部にピアノのリフが始まったとこ
ろで、生徒たちから笑い声や「あっ！」という声がきか
れた。視聴後に意見を求めると、想定していたとおり次
のような意見が出された。 
 
・途中でピアノが「タッタッタッタッタッタッタッタ」
ときこえた時に「まんまじゃん！」と思いました。そ
の後に歌の雰囲気が変わったところも似ていると感
じました。 
・ほとんど言われてしまいましたが、同じこととを思
ったのと、あと曲が始まった時は「なんだ普通じゃ
ん！」と思ったのに、きいていくうちにこれ同じ曲な
の？って思うくらい雰囲気が変わって驚いた。 
・合唱すごい！ここだけきいたらクイーンのカバー曲
だと言われても信じてしまいそう。 
 
 ひととおりの意見が出揃ったところで、先述した山口
のインタビュー記事を紹介したところ、ある生徒から
「これってパクリではないんですか？」という質問が出
されたので、次のように返答したところ納得してくれた。 
 
 とてもいい質問。パクリと引用の違いについては
様々な意見があるけれど、私個人は元にした作品を知
られてしまうと困るのがパクリだと考えています。著
作権法のことで言えば、例えば他人の作品のメロディ
をそのまま使って、自分の作品として発表してしまう
とアウトです。この作品のように、元にした作品や音
楽家を包み隠さず公表した上で、その構成や雰囲気を
取り入れるのは引用だと言うことができます。 
 
 このように、生徒にとって身近な現代の音楽/音楽家
の作品を「音楽の引用」という視点から比較することに
よって、教科書で扱われている歴史上の作品に対して興
味関心をもたせつつ、音楽の構成や技術/技法について
も解説することができた。 
 
4.2. 第 2時：「世界の諸民族の音楽」と「日本の伝統音
楽」編 
 第 2 時は「世界の諸民族の音楽」と「日本の伝統音
楽」について、第 1 時に引き続き《音楽家の系譜》を
たよりに授業を展開した。 
 はじめに、非西洋的な音楽要素を積極的に取り入れた
エキゾチック・サウンドのパイオニア Martin Denny
の『Fire Cracker』（1959）と『SAKEROCK』（1958）
という作品を約 1 分ずつ鑑賞した。『Fire Cracker』は
人工知能社会における教育に関する実践的研究（2019） 
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細野晴臣が YMO を結成するきっかけとなった作品で
あり、『SAKEROCK』は星野源が 2000 年に結成した
バンド名の由来になっている。音楽家の系譜から辿ると、
Martin Denny に影響を受けた細野が YMO を結成し、
その YMO（細野）から影響を受けたのが星野という流
れである。なお、Martin Denny は 1957 年に発表した
LP『Exotica Volume II』の中で服部良一の『蘇州夜曲』
（1940）をカバーしており、まわりまわって日本の音
楽からも影響を受けていることになる。 
 上記を生徒に解説した後、前時のようにグループにな
ってもらい YMO がカバーした『Fire Cracker』（1978）
と星野源が 2000 年に結成した SAKEROCK の
『SAYONARA』（2015）を約 1 分ずつ視聴して話し合
いをしてもらったところ、次のような意見が出された。 
 
・YMO がコンピュータで演奏すると、同じ曲なのに
全然違う印象になった。 
・星野源が木琴を叩いているのは、この人たちの影響
なんだと思った。最初だけ聞くと日本の昔の曲っぽい
し、バンドの演奏が始まると一気にロックっぽくなっ
てかっこよかった。 
・先生が何度も言っている「音楽の引用」ということ
が少しずつわかってきた気がします。 
 
 ここで、教科書の民謡と日本の音階についてのページ
（p.82）を開くよう指示し、民謡音階【Re–Fa–Sol–La
–Do–Re】をピアノで弾いた。教科書では民謡音階が使
われている作品の例として『ソーラン節』の楽譜が掲載
されていたので、楽譜を見ながら CD を再生した。鑑賞
後、生徒にきいたことがあるかをたずねると全員が「あ
る」とこたえたので、印象について質問したところ「歌
いやすい」「ハイハイ！と合いの手を入れたくなる」「な
んか日本って感じ」という意見が出された。 
 次に「それじゃあ、さっきピアノで弾いた民謡音階を
歌ってみて」と促したところ、歌えたのは数人だけだっ
た。歌えた生徒にきくと「楽譜を読んだ」ということだ
った。このことから、民謡音階を使った「ソーラン節」
を歌うことはできても、民謡音階そのものを理解してい
るとは言えない、ということがわかった。 
 そこで、2011 年に発表された代表的な初音ミク作品
である『千本桜』を視聴し、サビを歌わせたところ全員
歌うことができたので、再びピアノでゆっくり民謡音階
を弾いたところ、ある生徒から「千本桜じゃん！」とい
う声がきこえた。それもそのはずで、『千本桜』のサビ
は【Re–Fa–Sol–La–Do–Re】という民謡音階そのもの
で構成されている。 
 このように、音楽の理論的な事項をそのまま説明する
のではなく、その理論が用いられている生徒の身近な作
品を例にすることによって、興味や理解を引き出すこと
ができた。なお、蛇足ではあるが、教科書にも初音ミク
を使った作品として、きくおの『Six Greetings』（2013）
が掲載されている。しかし、授業で扱う上では『千本桜』
のように領域を横断できる作品が好ましいと個人的に
は感じている。 
 
5. 成果と課題 
 
5.1. 成果について 
 本授業で得られた成果として 2 つを挙げたい。 
 1 つ目は、文部科学省が推進する「言語活動の充実」
と「主体的・対話的で深い学びの実現」を教科において
実践できたことである。 
 授業を構想する際に参照した『言語活動の充実に関す
る指導事例集【高等学校版】』（平成 24 年 6 月公表）に
よると、「芸術科（音楽）においては，創意工夫して音
楽表現をする能力や味わって聴く能力を育成する観点
から，音楽を形づくっている要素を知覚し，それらの働
きを感受しながら，例えば，表現領域では自己の表現意
図を言葉で表したり，鑑賞領域では根拠をもって批評し
たりする学習活動を充実する。」とあり、鑑賞領域にお
いては「鑑賞の能力を育むために，音楽を形づくってい
る要素や構造などを客観的な理由として挙げながら，そ
れらと曲想との関わりや，楽曲や演奏に対する自分なり
の評価などを述べる活動を位置付けて，主体的，創造的
に味わって聴くことができるようにする。」とある。 
 本授業は 2017 年の実践であるため、平成 30 年 7 月
に公表された「高等学校学習指導要領解説 芸術編」を
参照することはできなかったが、「言語活動の充実」に
ついて言及されている以下の 2 点については先行実施
できたと考えている（pp.10-11）。 
 
「Ｂ鑑賞」において，「自分や社会にとっての音楽の
意味や価値」，「音楽表現の共通性や固有性」などにつ
いて考えることを事項として示し，生活や社会の中の
音や音楽の働き，音楽文化についての関心や理解を深
めていくことができるようにした。  
 
他者と協働しながら，音楽表現を生み出したり音楽を
聴いてそのよさや価値等を考えたりしていく学習の
充実を図る観点から，「音や音楽及び言葉によるコミ
ュニケーションを図り，芸術科音楽の特質に応じた言
語活動を適切に位置付けられるよう指導を工夫する」
こと。 
 
 また「主体的・対話的で深い学びの実現」について言
及されている以下の点についても先行実施できたと考
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えている（p.404）。 
 
(1)題材など内容や時間のまとまりを見通して，その
中で育む資質・能力の育成に向けて，生徒の主体的・
対話的で深い学びの実現を図るようにすること。その
際，各科目における見方・考え方を働かせ，各科目の
特質に応じた学習の充実を図ること。  
 
 2 つ目は、教育教材として YouTube を積極的に活用
しながら、生徒の実態を踏まえつつ教科書を捕捉する内
容についても適宜取り入れながら授業を展開できたこ
とである。 
 
5.2.  課題について 
 課題については次の 2 つが挙げられる。 
 1 つ目は、授業の内容というよりも、YouTube を授
業で積極的に活用することに対するイメージについて
である。本授業の実践においても、広告動画の内容によ
っては授業に影響が及ぶことがあるため、授業時に広告
動画が再生されないよう配慮することが大変だった。本
授業が一般的な認知や理解を得るためにはさらなる工
夫が必要だと感じている。 
 2 つ目は、本授業を実施するためには、YouTube を
はじめとした動画共有サイトの利用に際する知的財産
教育とセットにして授業を展開する必要があるため、年
間指導計画において鑑賞領域の授業数が増えてしまう
ことである。飯島（2017a）で実践した知的財産教育に
関する授業は表現領域（創作）と横断した活動ではある
が、全 8 時間中 2～3 時間は鑑賞の授業が必要である。
また、第 2 章で考察したリコメンドシートを用いた授
業においても、毎回 3 人ずつの実施ではあったものの、
音楽鑑賞シートの記入までを含めて 1 人の発表に対し
て最大 6 分で進めていたので、生徒 16 人+筆者で 2 回
分の授業時間を要している。 
 
5. おわりに 
 
 本授業の終わりに、生徒へ伝えたことがある。それは、
世界には実に多種多様な音楽があふれており、今はネッ
トを介して簡単にアクセスできる幸運な時代であると
いうこと。そして、自分の好きな音楽やアーティストを
出発点として、自分だけの音楽の地図をつくってほしい
ということである。冒頭で述べたように、YouTube や
定額制音楽配信サービスには、ユーザの聴取傾向をもと
に膨大なデータベースから機械学習（AI）によって統
計的に関連作品を提示する「おすすめ機能」が実装され
ている。ある調査では「おすすめ機能」が全視聴時間の
70%を促しているという報告 17もされており、一般的に
は自動的に興味がありそうな動画を紹介してくれる便
利機能として認知されている。 
 しかしながら、生徒には音楽を情報のように浴びると
いうことだけでなく、まだ知らぬ音楽を自ら探すという
営みを遊び感覚でしてみてほしいのだ。「生涯にわたっ
て音楽を愛好する心を育てる」教育は、生徒にその楽し
さと豊かさを伝えられてこそ実現できると信じている。 
 
                                                   
1 代表的な作品として、人気コンテンツのオマージュや MAD
ムービーと呼ばれる既存の動画や音声を素材としたパロディ
仕立ての二次創作、社会現象にもなった「初音ミク」関連作品
などが挙げられる。なお、ネット上に公開されている UGC の
多くは有名無名を問わず他者の著作物を合法とは言えない範
疇で無断利用（改変）しているため、権利者からの異議申し立
てがあれば著作権侵害の親告罪として処罰の対象になりうる。 
2 この授業の評価については、1)リコメンドシート、2)作品解
説のプレゼン、3)音楽鑑賞シートの 3 点を吟味し、3 学期全体
の 1 割にあたる 10 点を満点とし【A＝10 点、B+=7 点、B=5
点】の 3 段階で評価、加点した。 
3 生徒に配布したリコメンドシート（完全版）は資料 1 として
文末に掲載した。 
4 http://okamurayasuyuki.info/ （2019年 1月 18日最終確認） 
5 平原綾香が歌う『Jupiter』は 100 万枚を超えるヒットを記
録したが、結果的に Holst の代表的な管弦楽作品に対する一般
大衆のイメージを変えてしまったとも言える。著作者人格権の
保護という観点からすれば、パブリックドメイン作品の改変だ
としても問題がないとは言えない。 
6 朝日新聞デジタル「今年 70 歳。今だからこそ伝えられるこ
と 細野晴臣（後編）」 
https://www.asahi.com/and_w/articles/SDI2017021389971.
html （2019 年 1 月 18 日最終確認） 
7 OPENERS「坂本龍一 相談室 第 3 回「音楽」について言い
きる」 http://openers.jp/article/4368 （2018 年 1 月 18 日最
終確認） 
8 KADOKAWA ASCII.jp「ミスチルを目指して終わるな－坂
本龍一かく語りき」 http://ascii.jp/elem/000/000/218/218272/
（2019 年 1 月 18 日最終確認） 
9 ケージは、中国の「易」を利用したり五線紙上にある染を音
符に見立てたりするなど、作曲の手法に偶然性を取り入れた。 
10 1952 年 8 月 29 日に米国のマキャベリ・ホールで初演さ
れた。楽譜は 3 つの楽章に分かれているが、すべて「TACET」
（「休み」を意味する音楽用語）とだけ書かれている。なお、
曲名は演奏時間が 4 分 33 秒であることが由来になっている。  
11 グリフィス（2003）pp.82-83 
12 たとえば、『ユリイカ 特集*ジョン・ケージ』（2012 年 10
月号）青土社 が詳しい。 
13 坂本龍一（2017）p.23 
14 CD Journal「特別企画 藤倉大を知っていますか？」 
https://www.cdjournal.com/main/cdjpush/fujikura-dai/2000
000670 （2019 年 1 月 18 日最終確認） 
15 飯島淳（2013）p.46 
16 HMV&BOOKS online「サカナクション 山口一郎『NIGHT 
FISHING』全曲解説！インタビュー」 
https://www.hmv.co.jp/news/article/802050132 （2019 年 1
月 18 日最終確認） 
17 CNET「YouTube's AI is the puppet master over most of 
what you watch」 
https://www.cnet.com/news/youtube-ces-2018-neal-mohan/ 
（2019 年 1 月 18 日最終確認） 
 
参考文献 
飯島淳（2013）「「現代(の)音楽」に親しむ鑑賞授業の開発と実
践－SNS を活用した作曲家とのコミュニケーションを
人工知能社会における教育に関する実践的研究（2019） 
 29 
                                                                                 
扱って－」：千葉大学教育学部授業実践開発研究室「授業
実践開発研究 第 6 巻」pp.45-54 
https://www.daifujikura.com/un/JunIIJIMA_2013.pdf 
（2019 年 1 月 18 日最終確認） 
飯島淳（2017a）「ソーシャルメディア社会に対応した高等学
校芸術科「音楽Ⅰ」における創作授業の実践と考察－知
的財産教育の体得的な学びを目的として－」：千葉大学
大学院人文社会科学研究科「研究プロジェクト報告書 第
319 集」pp.69-78 
https://ace-npo.org/fujikawa-lab/file/pdf/other/2017/08
0_iijm.pdf （2019 年 1 月 18 日最終確認） 
飯島淳（2017b）「ソーシャルメディアにおける国内著作権管
理の変遷－21 世紀の音楽文化をめぐる動向をたよりに
－」：千葉大学教育学部授業実践開発研究室「授業実践開
発研究 第 10 巻」pp.59-67 
https://ace-npo.org/fujikawa-lab/file/pdf/bulletin/2017/
07_iijm.pdf （2019 年 1 月 18 日最終確認） 
一般社団法人日本レコード協会（2018）「2017 年度音楽メデ
ィア実態調査成」 
https://www.riaj.or.jp/f/pdf/report/mediauser/softuser2
017.pdf （2019 年 1 月 18 日最終確認） 
小原光一（2016）『改訂版 高校生の音楽①』教育芸術社 
グリフィス・ポール（2003）堀内宏公 訳『ジョン・ケージの
音楽』青土社 
ケージ・ジョン（1996）柿沼敏江 訳『サイレンス』水声社 
ケージ・ジョン（1980）近藤譲 編訳『音楽の零度-ジョン・ケ
ージの世界』朝日出版社  
坂本龍一（2017）「あるがままの S に N と M を求めて」：『美
術手帖 坂本龍一』（2017 年 5 月号）美術手帖編集部 
椹木野衣（2001）『増補 シミュレーショニズム－ハウスミュ
ージックと盗用芸術 ver.1.03』ちくま学芸文庫 
総務省（2018）「平成 29 年情報通信メディアの利用時間と情
報行動に関する調査報告書 ＜概要＞」 
http://www.soumu.go.jp/main_content/000564529.pdf 
（2019 年 1 月 18 日最終確認） 
細野晴臣（2011）「僕は「太陽の音楽」がやりたい。自分の深
いところで、何かが変わったことを表現したいんです」：
『THE BIG ISSUE JAPAN167 号』ビッグイシュー日本 
文部科学省（2018）「高等学校学習指導要領解説 芸術(音楽，
美術，工芸，書道) 編 音楽編 美術編」
http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/
micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2018/07/13/1407073_
08.pdf （2019 年 1 月 18 日最終確認） 
文部科学省（2010）「言語活動の充実に関する指導事例集～思
考力,判断力,表現力等の育成に向けて～【高等学校版】」 
http://www.edu-ctr.pref.okayama.jp/gakkoushien/kou_
suugaku/img/gengokatsudou_kou.pdf （2019 年 1 月 18
日最終確認） 
 
謝辞 
 本論の執筆にあたっては、音楽プロデューサーの牧村憲一さ
んから多くのご示唆と有意義な学びの機会を頂きました。 
 この場を借りて、深く感謝申し上げます。 
 
 
YouTube を活用した鑑賞授業の実践に関する考察 
 
30 
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